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１ 防災訓練の目的 

  1995年 1月 17日に発生した阪神・淡路大震災では、死者 6,434人、行方不明者 3人、

負傷者 43,792人、住家被害 639,686棟の被害が発生しました。 

  この地震では、助かった人の約 8 割が自力または地域の人たちに救助され、そのほと

んどが発生から 15分以内に救助されています。 

  大規模災害が起こった場合、市や消防署、警察、防災関係機関は総力で活動に取り組

みますが、同時多発的に 119 番通報などが入り、道路の破損・ライフラインの遮断など

さまざまな要因で迅速な救出救助活動が行えない状況になる場合が発生いたします。 

災害の規模が大きくなればなるほど、「自助（自分の身は自分で守る）・共助（力を合

わせて助け合い、自分たちのまちを守る）」が重要となります。普段から近隣の方と顔見

知りになり、地域での協力体制を作っておくことで被害の軽減を図ることができます。 

特に、地域住民で協力できる体制（共助）は、自主防災会が担うべき活動となります。 

自主防災会の運営については、住民の自発的な活動であるため、訓練においても自主

的な活動・計画が必要であり、地域の実情に即した訓練を実施することで、地域の防災

力の向上を図り「いざ」というときに備えることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地震や火災、風水害などの災害に対して「自分たちの町は自分たちが守る」という

活動ができるよう、自主防災会や自治会、町内会が主催する訓練に参加し、災害へ

の備えに取り組みましょう。 
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２ 訓練の方針 

  まず、住民の皆様が住んでいる地域を知ることが大切です。地域の危険な箇所や避難

場所などを把握し、災害が起こった時に迅速かつ的確に対応及び行動できるように各種

訓練を行います。 

訓練の計画を進めていく中で、どういった方針で行うかをよく話し合い、明確にする

必要があります。いきなり訓練を実施するのではなく、事前に次の項目について準備し

ておくと、より効果的な訓練が実施できます。 

 

（１）地域を知る 

   自分たちの住んでいる地域を知ることは防災活動上大変重要なことです。 

   地域によって、危険箇所や被害想定は異なります。 

たとえば、「大雨時に土砂災害が起こりそうな場所」、 

「火災時に燃え広がりそうな場所」、「地震発生時に 

建物が倒壊しそうな場所」、「河川の氾濫による浸水 

被害を受けそうな場所」などがあります。 

   また、地域には、災害時に活用できる「場所」「物」 

「人」「施設」など資源がたくさんあります。地域の 

「危険箇所」「活用できる資源」を把握しましょう。 

    

 

 

 

 

 

（２）災害を知る 

   本市では、昭和４２年７月に２９名の方が亡くなられた豪雨災害が発生し、甚大な

被害が発生しています。 

その後、死者が発生する災害は、発生していないもの 

の、近年の気象災害を見ると、台風や記録的な集中豪雨 

などによる土砂災害、浸水災害等が発生しています。 

地震災害についても、平成２８年の熊本地震で本市では 

震度４を観測しており、県内にも大きな活断層があり、 

大地震が突然発生する可能性もあります。最近の災害の 

傾向や過去の災害事例についても知るとともに、地域で発生した土砂崩れや出水によ

る浸水などその地域でしかわからない災害も確認し、問題点を話し合いましょう。 

 

 

 

例）危 険 箇 所：屋外の広告物、ブロック塀、急傾斜地、アンダーパス、倒壊

危険家屋（空家など） 

  活用できる資源：コンビニエンスストアー、ドラッグストアー、公衆電話、病

院など 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1518841138/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5ib3VzYWkucHJlZi5va2F5YW1hLmpwL2JvdXNhaS9hc3NldC9pbWcvbm90ZS9zYWlnYWlfcGFydHMvc29uYWVfaWxsdXN0MDMucG5n/RS=^ADBqlOpThOXGqX2rrf7oUW8xu0lqok-;_ylt=A2Riol6xW4ZaoVcAXyKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1518845926/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zYWJvcGMub3IuanAvd29yZHByZXNzL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy8yMDE2LzA5L2Rvc2VraXJ5dTAyLmpwZw--/RS=^ADB6dONsCorq8R0PPhPESjwr9SxweY-;_ylt=A2RCA9xmboZaPzkAQhyU3uV7
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（３）人を知る 

   地域にどのような人がどんな時間に存在され、どの程度の活動が可能であるか知 

っておくことが重要です。お年寄りや身体の不自由な方など災害時に支援が必要な 

方（避難行動要支援者）、避難支援ができる方の情報を収集しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）技術を習得する 

   訓練や講習会等がある場合には、積極的に参加し、一人ひとりが知識と技能を身に

付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【避難行動要支援者とは】 

高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する人を「要配慮者」といい

そのうち、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に自ら避難す

ることが困難な人で、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要

する人です。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1518849226/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5pbnRlcnN0YXRpb24uY28uanAvd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTQvMDUvJUU4JUJGJTkxJUU2JTg5JTgwJUU0JUJCJTk4JUUzJTgxJThEJUU1JTkwJTg4JUUzJTgxJTg0JUUzJTgyJUE0JUUzJTgzJUExJUUzJTgzJUJDJUUzJTgyJUI4JUUzJTgyJUE0JUUzJTgzJUE5JUUzJTgyJUI5JUUzJTgzJTg4LnBuZw--/RS=^ADBa8Zwwyo5EBMT8FkirXXvTpZJGRw-;_ylt=A2RivcNJe4Za9g4A.gCU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1518840715/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy50ZmQubWV0cm8udG9reW8uanAvbGZlL2JvdV90b3BpYy9qaXNpbi9kYXRhL2ppc2luX3BpYzAxLmdpZg--/RS=^ADB8PJl7ossSgX5CkKjGKM3UNyzIbI-;_ylt=A2RCL5ALWoZa71sAUBqU3uV7
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３ 訓練の実施における進め方について 

  計画的に訓練を行うことが求められます。 

  住民が一人でも多く参加できる日時を設定することはもちろんですが、場所について

も訓練ができる十分なスペースを確保し、安全性も考慮した場所を確保しましょう。 

また、訓練の実施にあたっては、動きやすい服装や使用する資機材の事前点検、また、

参加者の体調管理も必要です。暑い時期での熱中症対策や寒い時期での防寒対策などの

配慮が必要です。さらに、事故防止に努め、けがのないように行いましょう。 

 

（１）訓練計画策定のポイント 

１ 何を目的とする訓練か 
何を目的とする訓練か協議し、目的に沿った内容を

検討します。 

２ いつ実施するのか 
土曜、日曜などの午前中に実施するなどできるだけ

多くの方が参加できる日時を設定します。 

 

３ 

 

どこで行うか 

訓練内容に応じた場所を選び、十分なスペースの確

保をします。また、道路や公園などを使用する場合

は、公的機関の許可が必要か確認します。 

４ どの地域を対象にするか 
町内会全体を対象にするのかまたは、地区を限定し

てやるのか協議します。 

５ 参加人数はどのくらいか  

 

 

６ 

 

 

資機材等は何が必要か 

訓練を実施するにあたって機材が必要か検討する。

また、資機材が借用できる機関への依頼を確認す

る。 

【例】訓練用消火器、煙体験ハウス、訓練用ＡＥＤ

など 

 

７ 

 

関係団体との調整は必要か 

消防、警察、市役所、学校などとの調整 

・消防：訓練指導など 

・警察：道路を使用する場合に道路使用許可申請等 

８ 役割分担はできているか 
訓練がスムーズに進行できるようそれぞれの役割分

担を決めておく。 

９ 安全性は確保でいているか 
事故防止のため、訓練場所及び使用資機材の点検を

実施する。 
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訓練終了後に実施 

訓練終了後に検討会を行う 

参加者からの意見を聞き、（アンケートなど）改善

策を検討する。 
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（２）住民への訓練実施の周知徹底 

   住民の皆様に訓練の日時や場所及び訓練内容などをチラシや回覧等で広報し、さら

にはポスターなども作成、掲示して訓練を行っていることを知らなかった人がいない

ようにしましょう。 

   

 

 

 

 

 

（３）訓練内容に変化をつける 

   防災訓練は、自主防災会の活動を住民の方に理解していただく大切な機会です。し

かし、毎回同じような訓練内容では、参加している人も慣れてしまい、マンネリ化し

参加者が少なくなることも予想されます。 

   堅苦しい訓練だけではなく、高齢者から小さい子供も参加できるイベント的な事柄

を取り入れるなど、幅広い年齢層が参加しやすくなるような工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）継続的な訓練の実施が重要です！ 

より多くの住民の方に参加していただくためには、防災訓練を地域の催しの一部分

に位置付けることも必要です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体例】 

・地域のイベント（運動会やお祭りなど）に合わせて行う。 

・１泊２日の宿泊体験（テント生活など） 

・災害を想定したゲーム（担架競争、消火競争など） 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519430895/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzA3LnNob3AtcHJvLmpwL1BBMDEyNTgvMzgxL3Byb2R1Y3QvODEwNTIzOTguanBnPzIwMTQwOTI3MTczMzMw/RS=^ADBGx8Pb8apPC5.8sm5JKsEYOnV5ME-;_ylt=A2RinFduW49aHSYAtAuU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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４ 防災訓練の種類 

  各種防災訓練の内容については、次のとおりですが、いくつかの訓練を組み合わせた 

り、他の地域の自主防災会（町内会）との合同訓練などを立案し、地域の実情・特性に 

応じて訓練を実施しましょう。 

 

（１）避難訓練（避難誘導・煙体験・シェイクアウト） 

   災害が発生した場合、身の危険を感じた場合に、速やかに安全な場所に避難でき

るようにするための訓練です。 

 

（２）初期消火訓練（バケツリレー・消火器の取扱い訓練） 

   地震災害で最も被害を拡大させるものの一つは火災です。 

   火災が発生した場合に、消火器やバケツなどを使用した初期消火が実施できるよ

う訓練します。 

 

（３）情報収集・伝達訓練 

   災害が発生したら通信手段が途絶え若しくは混乱し、正確な情報が伝わらない状

況が発生する恐れがあります。防災関係機関等から発信される情報を地域の住民の

方に正しく伝達するための訓練です。 

 

（４）救出・救護訓練（救出・応急担架・その他・応急救護） 

   倒壊した家屋で下敷きなった人を救出する方法やけが人の手当てなど応急処置が

できるようになるための訓練です。 

 

（５）給食・給水訓練（非常食炊き出し訓練） 

   災害時における非常食の炊き出し及び地域住民に救援物資など配給するための訓

練です。 

 

（６）避難所運営訓練（ＨＵＧ訓練） 

   大規模な災害が発生し、避難が必要となる場合には、多くの避難者が避難所で一

定期間生活することになります。避難所運営を円滑にするため模擬体験する訓練で

す。 

  

（７）災害図上訓練（ＤＩＧ訓練） 

   地図を用いて地域で大きな災害が発生する事態を想定し、地図上で危険が予測さ

れる地域または事態をシートの上に書き込んでいくもので、地域住民において如何

なる対策が必要かの検討など参加者の間で共有することが可能となる図上訓練です。 
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（８）水防訓練（土のう作り及び簡易水防工法訓練） 

   住宅への浸水に対して土のうにより浸水を防いだり、排水路を作ったりして対応

します。また、小規模な浸水であれば、土のうの代わりに日頃から家庭にあるもの

を使って浸水を防ぐことができます。 

風水害の初期の段階で、簡易にできる水の浸入を防ぐ方法を習得する訓練です。 

 

（９）その他の訓練（防災グッズ作り） 

   身近にあるものを利用して、段ボールトイレや空き缶ランタンなど作成します。 

防災グッズの作り方を覚えると同時に、みんなで楽しく作ることで地域のつなが 

りができます。 
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● 避難誘導訓練 

万が一災害が起きた際に、安全に逃げるための訓練のことを言います。避難場所や 

避難経路を事前に確認し、逃げ遅れる人がいないよう避難訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

① 自主防災会本部の指示により、市から発令された避難情報

及び市の指定避難所又は地区で決められている一時避難所

（町内会公民館）を開設したことを、自治会の町内放送など

を利用しながら広報します。 

 

 

 

 

② 住民の方は、火災発生防止及び盗難防止の処置を行い、非

常持ち出し品を携行し、動きやすい服装で決められた避難場

所に集合します。 

③ 自ら避難行動ができない方（避難行動要支援者）には、避

難の支援を行います。（車いす、リヤカーなどによる搬送） 

 

 

 

 

 

 

 

④ 避難所において、避難者の名簿作成を行い、氏名等を確認

し、逃げ遅れた方がいないか確認します。また、けが人や病

人がいないか確認します。 

⑤ けが人や病人がいるときには、救急処置などを行います。

必要に応じて救急車（１１９番通報）の要請を行います。 

⑥ 一時避難所（町内会公民館）から市の指定避難所（小・中

学校など）まで避難する訓練も考えましょう。 

 

（１） ①避 難 訓 練 （避難誘導） 

 

  

 

 

http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg03/iji053b.jpg
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg03/iji064b.jpg
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg02/237.jpg
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg02/235.jpg
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準備するもの 

メガホン（拡声器）、誘導棒、ロープ、リヤカー、車いす、非常

持ち出し品、避難者名簿、筆記具など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練のポイント 

・事前に地域の危険箇所や避難所(避難場所)及び避難経路を調

べておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

・自ら避難が困難な方などを把握するとともに、避難の支援の

方法を検討しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・避難する際は、「ガス栓を閉める」、「ブレーカーを落とす」と

いった火災発生の予防措置として各世帯に呼びかけましょ

う。また、盗難防止のため戸締りについても実施しましょう。 

 

・早めの避難を促し、徒歩で避難しましょう。 

訓練の協力機関  交通指導員、消防団 

 

 

 

 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519706204/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lsbHVzdHJhaW4uY29tL2ltZy93b3JrLzIwMTYvaWxsdXN0cmFpbjEwLWlyeW91MDEucG5n/RS=^ADBl8txWZxoAtzE.XaswewY0ln8xPM-;_ylt=A2RCKw7cjpNatWoARwGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519706296/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzMuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1KYmZBeG53cnJUdy9WaWlwRmpNdHYzSS9BQUFBQUFBQXp2US9zakc4X1VxMlZfWS9zODAwL3JpYWthLV9yZWFyY2FyLnBuZw--/RS=^ADB0pKXk0qCTH0Utn2_Pq66idZABJQ-;_ylt=A2RCL5A4j5NaaEUAxAmU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519706405/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzQuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1wR0NhM3g4eGIzNC9VcmxtbjlJSnFJSS9BQUFBQUFBQWNJMC93XzRBQzdqVDhnWS9zODAwL2tha3VzZWlraS5wbmc-/RS=^ADBobOdyl0FHZOglXEAiH22Pj97Zks-;_ylt=A2RCL5alj5NagwwApA2U3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519706730/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90LnBpbWcuanAvMDA5LzA1Ni8wOTIvMS85MDU2MDkyLmpwZw--/RS=^ADBKGxHzAKnUQRM20WRI6jh.DJR9oY-;_ylt=A2RivcrpkJNasgIAADeU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg02/228.jpg
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● 煙体験訓練 

火災時において、煙によって避難が困難になることや燃焼したガスを多量に吸い 

   込むことによって身体に影響を及ぼす可能性があります。煙体験ハウス（スモーク

マシーン）を使って、煙による視界不良等の体験し、避難の方法を学ぶ訓練です。 

   

 

 

 

 

 

訓練の内容 

① 訓練用の煙（人体に無害な煙）を充満させた煙体験ハウス 

（テント）の中に入り、ハウスの中を移動します。 

② タオルなどで鼻と口を覆い、姿勢を低くしながら壁伝いに

進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備するもの 

 

 

煙体験ハウス（スモークマシーン） 

 

 

 

訓練のポイント 

・テント内の通過は、一方通行で行い、姿勢を低くして歩くよ

うにします。 

 

 

 

 

訓練の協力機関 

 

 

 

 

消防署 

 

 

 

（１） ②避 難 訓 練 （煙体験） 
 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519722401/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3RlbnRvby5jby5qcC9rYW5yaS9waWMvbXA2NjA4YS5qcGc-/RS=^ADB7bVM0YILUtEOcLkc0318u1aUOoM-;_ylt=A2RivckgzpNari0AejqU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519723322/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zdGF0LmFtZWJhLmpwL3VzZXJfaW1hZ2VzLzIwMTUxMTA2LzA3L2NoYXItY2hhbjEwMDUvYWEvMjgvai9vMDM1MDAyNjIxMzQ3NTc3MjM3My5qcGc_Y2F3PTgwMA--/RS=^ADBLMjik1g3BojKZGXgwk.ga1SVRzA-;_ylt=A2RCL6q50ZNaM3YAEBWU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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● 防災行動訓練（シェイクアウト訓練） 

「シェイクアウト訓練」とは、アメリカで始まった地震防災訓練のことで地震発生 

を想定し、一斉に行動する訓練です。身を守る方法として最も重要でシンプルな３

つの安全行動を身に付けるものです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェイクアウトのやり方は、 

・「ＤＲＯＰ！（まず低く！）」 

・「ＣＯＶＥＲ！（頭を守り！）」 

・「ＨＯＬＤＯＮ！（動かない！）」の三つです。 

① ＤＲＯＰ！（まず低く！）：しゃがんで姿勢を低くする（屋

外の場合は、落下物の危険の少ない場所でうずくまる） 

② ＣＯＶＥＲ！（頭を守り！）：机やテーブルの下に潜り込ん

で頭を守る（屋外の場合は、カバンなどで頭を守る） 

③ ＨＯＬＤＯＮ！（動かない！）：じっと動かず揺れが収まる

のを待つ 

 

準備するもの ストップウォッチ 

 

訓練のポイント 

・誰でも、どこにいても参加できるうえ、１～５分程度の短い

時間で終わるため、通常の防災訓練に比べると参加するハード

ルが低いのもメリットと言えます。 

 

 

（１） ③避 難 訓 練 （シェイクアウト） 
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● バケツリレーによる消火訓練 

バケツの水でどの程度の消火効果があるかを理解し、バケツの受け渡しなどの訓練

を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

① チームを１０～２０名程度で編成します。（２列に並ぶ） 

② できるだけたくさんのバケツを集め、水槽に溜めた水（近

くの川の水）をバケツで順番に中継します。 

③ 水バケツの水量は５０％から６０％程度とします。 

④ 最後尾の人が的をめがけてバケツの水を投げかけます。 

 ※燃えている状況によりますが、安全距離（２～３ｍ）をと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ある程度、繰り返します。 

 ※的のところにポリバケツを置いて、ある程度溜まったら終 

了します。   

 

準備するもの 

 

水、リレーに使用するバケツ 

 

 

 

訓練のポイント 

・水バケツの送水側は、おおむね１ｍ間隔とします。 

・返送側の人員は、空バケツなので送水側の１/５程度でよい。 

・水槽などに水を移すときは、バケツの底に手を添えること。 

訓練の協力機関 消防署・消防団 

 

（２） ①初期消火訓練（バケツリレー）  
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● 訓練用水消火器による消火器の取り扱い訓練 

火災が発生した場合、初期のうちに消し止めることができる方法を習得すること 

   を目的とし、訓練用の水消火器で消火器の取り扱いについて訓練を実施する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

① 指導者に、消火器の使用方法や使用上の注意点などの説明

を受けます。 

② 火災を発見したら、大声で「火事だー！」と叫び、周囲に

知らせます。 

③ 誰かに１１９番通報をお願いする。 

●次の手順で１１９番の通報をします。 

 ア 「火事」か「救急」か 

 イ 「場所」「建物名称や目標物」 

 ウ 火災の場合は、「何が燃えているか」「逃げ遅れはないか」 

 エ 救急の場合は、「誰がどうしたのか」 

④ できるだけ姿勢を低くして、煙や熱から身を守るように構 

 え訓練用水消火器で消火的を倒します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ②初期消火訓練（消火器の取扱い）  
 

 

   

 安全栓を抜く ホースを火元へ レバーを強く握る 
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準備するもの 

 

訓練用水消火器 

消火的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練のポイント 

・炎の大きさにまどわされないように、燃えているものをしっ

かり確認します。 

・室内における初期消火の限界は天井に燃え移るまでで、一人

だけではなく家族、隣近所で協力しあって消火しましょう。 

・地域に設置されている消火器もできるだけ早く、多く集めて

消火します。 

 

※消火器の適応火災 

 消火器がどのような火災に有効かは、下図に示している火災

適応表示の色（白、黄、青色）で表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の協力機関 消防署・消防団 

 

 

 

 

安全栓 
上レバー 

下レバー 

ホース 

ノズル 

ノズル栓 

白：一般火災（Ａ） 

  木材・紙類の火災に有効 

黄：油火災（Ｂ） 

  ガソリン・灯油・重油・天

ぷら油などの火災に有効 

青：電気火災（Ｃ） 

  配電盤・変圧器・電気配

線などの電気火災に有効 

火災適応表示 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519718434/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGxwb3AuY29tL2ltZ19pbGx1c3Qvc2Vhc29uL21hcjAxX2ExOS5wbmc-/RS=^ADB_Wd7GNJHhUj7_jeFUqID2GSdqW0-;_ylt=A2RCL5uivpNaDBQA_RWU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519718551/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5LnNhcHBvcm8uanAvc2hvYm8veW9iby9ib2thL2p1dXRha3V5b3UvaW1hZ2VzL2d5b211eW91X3Nob2tha2kucG5n/RS=^ADBbfdTlUHw36POWjtI.An9r7aPZLk-;_ylt=A2RCKwsWv5NauA4A_wmU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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● 情報収集・伝達訓練 

災害が発生した場合、不確かな情報やデマなどで住民が混乱しないように、自主防 

災組織が地域内の避難状況や被災状況その他、市が発する情報など正確な情報を住

民に伝えることが大切であり、普段から情報の収集や伝達方法を整理し、確認して

おく訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

● 防災関係の情報収集訓練 

① 自主防災会で災害対策本部を設置します。 

② 市の災害対策本部などの防災機関からの情報（防災行政

無線、広報車、市ホームページ）やテレビ、ラジオなどの

報道機関から情報収集します。 

③ 収集した情報は、模造紙やホワイトボードなどにまとめ

記載し、情報を共有します。 

 

● 地域の避難や被害状況等の情報収集訓練 

（１）避難した住民の確認及び安否の確認を行います。 

（２）被害状況（建物、道路等の損壊等）の情報を地図上に表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

● 情報伝達訓練 

① 市が発信した情報やテレビ、ラジオから得た情報などを

わかりやすくまとめ住民に伝達します。 

② 伝達方法として、町内放送設備が使用できる状況であれ

ば町内放送で、その他緊急連絡網を使って携帯電話や電子

メガホン等を使用して伝達します。 

（３） 情報収集・伝達訓練  
 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519786078/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuY2l0eS55YW1hdG9rb3JpeWFtYS5uYXJhLmpwL2xpZmUvYXNzZXRzL2ltZy9ib3VzYWlfNy0yLmpwZw--/RS=^ADB_OC3hC762QovIOeiIcW2ZIIIvt8-;_ylt=A2RCAwvdxpRaxxoAtjqU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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準備するもの 
模造紙、ホワイトボード、地図、筆記具、テーブル、いす、ト

ランシーバー、電子メガホンなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練のポイント 

・避難等の重要情報は必ずメモを取るようしておきましょう。 

・情報を入手した場合は、必ず情報源を確認しましょう。 

 住民に伝える場合は、どこから出された情報かを伝えましょ

う。 

・一人暮らしの高齢者には、不安が大きくなることから、積極

的に情報を伝えましょう。 

・聴覚障がいのある人や外国人などの日本語が不自由な人など

への情報伝達方法なども検討しましょう。 

・緊急連絡網を整備しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次の伝達先の家の場所を住宅地図などで確認しておいてく

ださい。（徒歩で連絡する必要がある場合に必要です） 

※最後の方は、伝達された内容と伝達時刻を班長（ブロック長）

などに折り返し、連絡してください。 

※あらかじめ上記のような決まりを話し合っておきましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519784602/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzQuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1jQzh5YkNfNG5VZy9WR1g4cE85Y0xoSS9BQUFBQUFBQXBLUS9aVG9TLURzSXRENC9zNDAwL3NtYXJ0cGhvbmUucG5n/RS=^ADBRxMVxWq7QcozQqqoKMjbWwyUFsE-;_ylt=A2RinFQZwZRaECcAjxiU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519784423/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuY2l0eS55b2tvc3VrYS5rYW5hZ2F3YS5qcC8yMDA1L2JvdXNhaW5hdmkvdG9yaWt1bWkvYm91c2FpL2ltYWdlcy9rb3Vob3UwMS5qcGc-/RS=^ADBxm3.RahtWxjrNNVZ6ebrMh4TIPA-;_ylt=A2RCMZJmwJRa9wkAtCSU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519784026/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jLW5paXphLmVkLmpwL2otZGFpeW9uL05ldFRyYWJsZS9rYWt1c2VpMy5wbmc-/RS=^ADBSO3b1NTVJCTV721o5A5Z4T.kn0g-;_ylt=A2RCL6LavpRah0YAshqU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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● 倒壊建物からの救出訓練 

大規模な地震災害では、倒壊した家屋や転倒した家具の下敷きになり大けがをし 

たり、また、そのまま亡くなる場合があります。いち早く救出するため、ジャッキ

やバールなどを使った救出・救助方法を習得する訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

①廃材等を利用して簡易の倒壊状況を再現します。 

②倒壊建物内に生存者がいるよう要救助者用の人形（ダミー）

をいれます。 

③救出には、閉じ込められた人に安心感を与えるよう声をかけ

ます。 

④ジャッキやバールまたはノコギリなどを使用して救出しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤救出する際は、慌てず、丁寧に救出します。 

※救出訓練の準備及び実施にあたっては、事故がないよう十分

に留意しましょう。 

 

準備するもの 

ジャッキ、バール、ハンマー、ノコギリ、ロープ、角材等の廃

材、救急箱、 

●参加者の服装（ヘルメット、手袋、動きやすいもの） 

 

 

訓練ポイント 

・廃材を取り除く際は、周囲に配慮しながら訓練をしましょう。 

・閉じ込められた人の近くでは、慎重に作業し、破壊するとき

は、内部を確認しながら行いましょう。 

・救出する隙間ができた場合には、崩れないよう角材などで補

強しましょう。 

訓練の協力機関 消防署 

 

（４） ①救出・救護訓練（救出）  
 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519793016/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5Lmhpcm9zaGltYS5sZy5qcC93d3cvY29udGVudHMvMTI2NzA5Mjc3NTA1OS9zaW1wbGUvY29tbW9uL290aGVyLzRiODY2NWU1MDAyLmpwZw--/RS=^ADBKzxEFV1xutZLrwm5N9bc5eKER5o-;_ylt=A2RCKwn44ZRanU4ArTGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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● 応急担架を作成し負傷者を搬送する訓練 

傷病者を搬送するため。身近な生活用品で応急担架を作成し、搬送する訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

● 毛布等を利用した応急担架 

① 毛布を床または地面に広げます。 

② 毛布の３分の１よりも中心に棒を置き、その棒を包むよ

うに毛布を折り返します。 

③ 折り返される毛布の端にもう１本の棒を置き、その棒を

織り込むように残りの毛布を折り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 上着等を利用した応急担架 

① 裏返した丈夫な上着を床または地面に置き、２本の棒を

腕の部分に通して使用します。または、服を着たまま２本

の棒を握り、裏返しになるように棒の方向に脱がせ作成し

ます。（ボタンのあるものは必ずかける） 

② 隙間なく並べます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ②救出・救護訓練（応急担架）  
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準備するもの 

物干し竿または丈夫な棒（２ｍ×２本、毛布１枚、上着５枚程

度） 

 

 

 

 

 

 

訓練ポイント 

・原則として４人１組で搬送するものとし、頭部を２名、足部

を２名にて搬送しましょう。 

・負傷者の足側を先にして、振動を与えないように、水平にな

るよう搬送しましょう。 

・担架の上げ下ろしは、負傷者に配慮し、静かに上げ下ろしし

ましょう。 

・担架を持ち上げるときは、腰を落として持ち上げないと腰を

痛める恐れがあります。 

・意識がない場合は、気道が確保できる横向きの姿勢が原則で

す。 

 

訓練の協力機関  消防署 
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● 負傷者を搬送する訓練（1 人で搬送法・２人で搬送法・３人で搬送法） 

担架等が使用できない場所で、危険な場所から安全な場所へ緊急に負傷者を移動

する訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● １人で搬送する方法 

① 背部から後方へ移動する方法です。 

   お尻を吊り上げるようにして移動させます 

 

 

 

 

 

 

 

② 毛布を利用して背部から後方へ移動する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 背負いや横抱きによる移動方法です。 

  ア 背負い搬送法 

    背負いでは傷病者の腕 

を交差するか平行にさ 

せて両手をもって搬送 

します。  

 

 

 

 

 

（４） ③救出・救護訓練（徒手搬送）  
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訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 横抱き搬送法 

    横抱きは、子供や小柄 

    な人を移動するのに向 

いています。 

 

 

 

 

 

 

● ２人で搬送する方法 

① 傷病者を前後抱えて移動する方法です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 手を組み膝の下を持って移動する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膝下 
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訓練の内容 

● ３人で搬送する方法 

  足側の膝をつき、頭部側の膝を立てて座ります。 

  両腕を傷病者の下に十分にいれてから抱え上げます。 

  ３名が同時に行動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備するもの 毛布 

 

 

訓練ポイント 

・徒手搬送は、いかに慎重に行っても傷病者や救助者に与える

負担が大きいため、必要やむを得ない場合に限って行いま

す。 

・一人での搬送は、傷病者への負担が大きいばかりでなく、自

分への負担もかなり大きいため無理はせずにできるだけ複

数人で搬送を心がけましょう。 

・足場が悪いことを前提に搬送者は、片手が使えるようにして

おきましょう。 

・負傷者にできるだけ動揺を与えないようにします。 

 

訓練の協力機関 

 

  

消防署 
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● 応急救護訓練(骨折の場合・出血の場合・やけどの場合・人が倒れてい 

   る場合及びＡＥＤ使用） 

医療機関に診察を受けるまでの処置で、正しい手当を行うため実施する訓練です。 

応急救護訓練は、専門的な知識と技能が必要としますので、消防署などの機関に指 

導を受けることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

● 骨折をしている場合 

① どこが痛いか尋ね、痛がっているところに変形や出血が

ないか確認し、骨折している箇所に副木を当て、骨折部分

を三角巾などで固定します。 

② 副木がない場合は、代用品（重ねた新聞紙、雑誌、段ボ

ールなど）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

準備するもの 三角巾、副木、新聞紙、雑誌、段ボール、傘など 

 

 

 

 

 

訓練ポイント 

・確認する際は、できるだけ動かさないようにします。 

・骨折の症状として 

  激しい痛みや腫れがあり、動かすことができない。 

  変形している。 

  骨が飛び出している。 

・骨折の疑いがあるときは、骨折しているものとして手当をし

ます。 

・副木等は、骨折部の上下の関節が固定できる長さのものを使

用します。 

・固定するときは、傷病者に知らせながら行い、顔色や表情を

見ながら注意して行います。 

訓練の協力機関  消防署 

（４） ④救出・救護訓練（応急救護）  
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訓練の内容 

● 出血している場合（直接圧迫止血法） 

① 清潔なガーゼやハンカチ、タオルなどを重ねて傷口に当

て、その上から、出血部位を指先や手のひらで強く圧迫し

ます。 

② 大きな血管からの出血の場合で、片手で圧迫しても止血

しない時は、両手で体重を乗せながら圧迫します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備するもの ガーゼ、ハンカチ、タオル、ゴム手袋、ビニール袋（買い物袋） 

 

 

 

訓練ポイント 

 

・感染防止のため血液に直接触れないように、できるだけビニ

ールやゴム製の手袋を使用します。 

・出血が止まらない場合ベルトで手足の根本を縛る方法もあり

ますが、神経を痛める場合があるので、そのための訓練を受

けた人以外は行わないでください。 

・圧迫位置が出血部からずれていたり、圧迫する力が足りない

と十分止血できず、ガーゼなどが血液で濡れてきます。 

 

 

訓練の協力機関  消防署 

 

 



25 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

● やけど（熱傷）をしている場合 

① すぐに水で冷やします。 

② やけどを冷やすと、痛みが軽くなるだけではなく、やけ

どが悪化することを防ぎ、治りを早くします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練ポイント 

 

・水道水などのきれいな流水で十分に冷やします。 

・靴下など衣類を着ている場合は、着衣ごと冷やします。 

・氷や冷却パックを使って冷やすと、冷えすぎてしまい、かえ

って悪化することがあります。 

・広い範囲にやけどした場合は、やけどの部分ではなく体全体

が冷えてしまう可能性があるので、過度な冷却は避けます。 

・小さな子どもやお年寄りは、比較的小さなやけどでも命に関

わることがあるので注意しましょう。 

・火事などで煙を吸った時は、やけどだけでなく、のどや肺が

傷ついている可能性があるので、救急車で病院に行く必要が

あります。 

 

 

 

訓練の協力機関  消防署 
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訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 人が倒れていた場合（心肺蘇生） 

 ① 周囲の安全を確認する。（車の通行など） 

 ② 傷病者の耳元で「大丈夫ですか」または「もしもし」と 

声をかけ、肩をやさしくたたき、反応があるかないかをみ 

ます。 

 ③ 近くにいる人に１１９番通報と協力者を依頼します。 

 ④ 負傷者の呼吸を確認し、「呼吸がない」あるいは、その判 

  断に自信が持てない場合には、心停止と判断し、直ちに胸 

骨圧迫（心臓マッサージ）を開始します。 

※強く（約５ｃｍ）【小児の場合は胸の厚さの約１/３】 

 早く（１００～１２０回/分） 

 を継続する。 

 

 

 

 ⑤ 人工呼吸の技術と意思があれば。 

   胸骨圧迫を３０回人工呼吸２回の組み合わせ(30：2サイ

クル)実施する。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※人工呼吸ができない場合は、胸骨圧迫のみを行います。 

 

 

 

３０回 

２回 

胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせ 
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訓練の内容 

 

● 人が倒れていた場合（ＡＥＤ使用） 

 ① ＡＥＤを傷病者の近くに置きます。 

  

② ＡＥＤの電源を入れる。 

  （ふたを開けると自動的に 

電源が入る機種もあります。） 

 

③ 電極パッドを貼る。 

   小学生以上（成人用電極パッド） 

   未就学児 （小児用電極パッド） 

  

 

 

④ 音声メッセージに従って操作し、必要があれば電気ショ 

ックを行います。 

 ※電気ショックボタンを押す際は、必ず自分も傷病者か

ら離れ、誰も傷病者に触れてないことを確認します。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 心肺蘇生の再開 

   電気ショックを行ったら、直ちに胸骨圧迫を再開しま

す。 
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準備するもの 
心肺蘇生練習マネキン（リトル・アン）、訓練用ＡＥＤ 

メトロノーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練ポイント 

・胸骨圧迫における胸を圧迫する約５ｃｍは、単三電池の長さ

とほぼ同じです。 

・胸骨圧迫の訓練を行う際には、メトロノーム等（スマートホ

ンのメトロノーム・アプリなど）を活用して１分間１００～

１２０回のテンポを体得しておくとよいでしょう。 

・心肺蘇生を行っている間は、ＡＥＤの使用や人工呼吸を行う

ための時間以外は、胸骨圧迫をできるだけ中断せずに、絶え

間なく続けることが大切です。 

・救助者が二名以上いて、交代可能な場合には、疲労により胸

骨圧迫の質が低下しないよう、１～２分間程度を目安に交代

するのがよいでしょう。 

・ＡＥＤを使用する場合でも、ＡＥＤによる心電図の解析や電

気ショックなど、やむを得ない場合を除いて、胸骨圧迫の中

断をできるだけ短くすることが大切です。 

 

心肺蘇生を中止するときは 

 ① 救急隊に引き継いだとき 

   救急隊が到着したら、傷病者の倒れていた状況、実施

した応急手当、ＡＥＤによる電気ショックの回数など

をできるだけ詳しく伝えます。 

 ② 傷病者が目を開けたり、あるいは「呼吸」が出現した

時 

   心肺蘇生をいったん中止し、慎重に傷病者を観察しな

がら救急隊を待ちます。この場合でも、ＡＥＤの電極

パッドははがさず、電源も入れたままにしておきま

す。 
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● 給食・給水（非常食炊き出し）訓練 

大規模な災害が発生した場合、被災地の外から支援物資が届くまでは、少なくとも 

３日かかると言われています。市でも災害時の食料は備蓄していますが、物資が供

給されるまでの間は自力で対処する必要があります。協力して非常時に給食・給水

の対応できるようするための訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 非常食の炊き出し訓練について 

 ① 調理器具の洗浄をしっかり行う。 

 ② 大鍋や大型コンロなどの普段使わない器具を使用しま

すので、実際に使用し体験する。 

 ③ 大勢の人の食料を作成する体験をする。 

 ④ 災害時の非常食としていろいろなメニューを作成した

り非常時のポリ袋調理など調理方法を学ぶ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】沸騰したお湯に入れ、調理用ポリ袋（ハイゼックス袋） 

でご飯やおかずを作る方法など 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 給食・給水訓練（非常食炊き出し）  
 

 

 
 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519963452/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2Jsb2dpbWcuZ29vLm5lLmpwL3VzZXJfaW1hZ2UvMjQvZTQvNzlkNTFkZDBhNjRlNzI4NDg2MDg3NzViYzczOTU0NzYuanBn/RS=^ADBG02d10sYZnrDY.84l3vLKjzemCw-;_ylt=A2RCAwa8e5da3moAswqU3uV7
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訓練の内容 

● 防災備蓄品や長期保存食など、実際に作って食べてみる。 

  アルファ米、レトルト食品、缶詰などを調理し実際に食べ

てみましょう。 

 

 

 

 

 

● 給水車による給水拠点を決めておく。 

  地域における給水拠点を決めておきましょう 

 

 

 

 

 

 

● 公的機関などからの救援物資の受け入れ態勢を立ててお

きましょう。 

① 救援物資の受け入れと配給をスムーズにできるよう、計

画をたてておきましょう   

 ② 町内会での班単位の代表者に配給するなど、混乱がない

ようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

準備するもの 
ガスコンロ、釜、鍋、米、箸、お皿（紙製）、野菜、ポリタンク

ラップなど 

 

訓練ポイント 

・事前準備はせずに訓練当日に各人が持ち寄った食材で炊き出

し訓練も実施してみましょう。 

・非常食・長期保存食は、災害時に利用不可とならないように

注意しましょう。 
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● 避難所運営ゲーム 

災害時の避難所の運営は、自主防災会の重要な役割のひとつです。 

この訓練は、避難所の体育館や公民館に見立てた平面図にどれだけ適切に対応で 

きるかまた、避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲ

ームです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

① 避難所の体育館や公民館に見立てた平面図を準備する。 

② 避難者の年齢や性別、国籍、それぞれが抱える事情が書か

れたカードを参加者（プレーヤー）が避難所の体育館や教室

に見立てた平面図にどのように適切に配置できるか。また、

避難所で起こるいろいろなトラブルなどにどう対応できる

か。グループで話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＨＵＧは、Ｈ（Hinanjo＝避難所）、Ｕ（Unei＝運営）、Ｇ（Game

＝ゲーム）の頭文字を取ったもので、英語では「抱きしめる、

受け入れる」という意味となり、避難者をやさしく受け入れ

る避難所のイメージと重ね合わせて名づけられています。 

 

 

準備するもの 避難者イベントカード、マジック、付箋、仮想避難所平面図 

（６） 避難所運営訓練（ＨＵＧ訓練）  
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訓練ポイント 

・プレーヤーは、このゲームを通して高齢者や障がい者、乳幼

児などへの配慮をしながら部屋割りを考え、また炊き出し場

や仮設トイレの配置など生活空間の確保、視察や取材対応と

いった出来事に対して、思いのままに意見を出しあったり、

話しあったりしながらゲーム感覚で避難所の運営を学ぶこ

とができます。 

 

・避難所の開設の際には、被害箇所など危険が及ぶ可能性があ

る箇所を点検する必要があります。 

 

・避難所生活では、多くの住民が厳しい環境の中でも快適に利

用できるよう生活のルールを作り、避難者全員で守ることが

大切です。 

  

・市の施設である地区公民館や小学校、中学校の「佐世保市避

難所運営マニュアル」を作成していますので、それをもとに、

避難所の開設と運営について訓練してみましょう。 
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● 災害図上訓練 

住民自らがみんなと地図を使って防災対策を検討する訓練です。 

ＤＩＧでは、まず自分の住んでいる地域のことを改めて見つめなおすことから始 

めます。自分たちで手作りの防災マップを作ることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 準備・オリエンテーションについて 

 ① 地図、マジック、透明シートなどを準備します。 

 ② グループ分け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 基本地図を作る 

 ① 地域の地図で現在の市街地の位置、山と平地の境界線、

河川・池・水路の位置などを確認します。 

 ② 町の構造を再確認するため、鉄道、主要道路、路地、狭

隘な道路、広場・公園・オープンスペース、水路・用水・

小河川などそれぞれ色分けし、油性マジックで地図になぞ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 災害図上訓練（ＤＩＧ訓練）  
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訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 各種災害を想定 

   土砂災害や浸水災害などが想定し、被害規模を書き込み

ます。 

具体的に認識することができます。 

 

 

 

 

 

 

● 地域の「人物・物的防災資源」を書き込む 

  地域の防災を考える上でプラスにもマイナスにも働く施

設や設備などを書き込みます。 

  ・公共施設等の表示 

（市役所（支所）、消防署、警察署、学校、幼稚園、医療機

関、公民館など） 

  ・防災に役立つ施設の表示 

（避難所、店舗、防災倉庫、建設機械がある事業所など） 

  ・危険となる施設の表示 

（危険物施設、ブロック塀、屋外広告物、自動販売機など） 

  ・避難行動要支援者のいる世帯の表示 

   避難行動要支援者とは、高齢者、障害者、乳幼児その他

の特に配慮を要する人を「要配慮者」といい、そのうち、

災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に 

自ら避難することが困難な人で、その円滑かつ迅速な避

難の確保を図るため特に支援を要する人をいいます。 
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訓練の内容 

 

● 避難経路の把握 

  各世帯から一時避難所及び指定避難所までの避難をイメ

ージし、どのような状況が想定されるかを踏まえて、避難

経路を書き込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 作業のまとめ 

 ① グループごとに地域の防災や・災害における救援につい

てのプラスもしくはマイナス要素について書き出しま

す。 

 ② グループごとに発表し、全員で発見を共有しましょう。 

 

 

準備するもの 

透明シート、マジック、ティッシュ、付箋、、地域の地図、 

模造紙、ベンジン（油性ペンで書いたものを消す） 

市が発行している防災マップ、土砂災害ハザードマップ、洪水

ハザードマップ 

 

 

 

 

訓練ポイント 

・地図上で被災イメージしつつ、被害を少しでも少なくするた

めに、今後この地域をどうのような地域に変えていけばいい

のか参加された全員で考えることです。 

・また、地域でどう関わっていけばいいのか、普段の生活の中

でどのように備えればいいのかなどを話し合いましょう。 

・このＤＩＧ訓練は、みんなで防災対策を考え、災害に強い地

域を作るために、大変役に立つものです。 
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● 土のう作り及び簡易水防工法訓練 

風水害初期の段階で、水の浸入を防ぐ方法を習得する訓練です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 土のうの作り方 

 ① 土のう袋を用意します。 

② 土のう袋に土砂を６～８割程度（スコップおよそ５杯～

７杯ぐらい）入れます。 

※ 訓練で女性、子ども、お年寄りの方が行う場合は、土の

量は袋の半分程度に調整してみてください。 

 ③ 土のうの端に出ている紐を引いて袋口を絞ります 

 ④ 絞り終えたら、紐を２～３回まわして、まわした紐の内

側を、紐の先を下から上に通して締めると完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 水防訓練 
 

 

土のう結び方 
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訓練の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 土のうの積み方 

  水の浸入防止のために置く場合、土のうの結び口は上向き 

にし、水のない側に、道路から水が入るのを防ぐ時には水の

無い側へ向ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 簡易水のうと段ボールによる工法 

  家庭で使用しているごみ袋に水を入れ、土のうの代わりに 

使用し、段ボール箱に入れ、これを連結して使用します。 

 ① 簡易水のうの作成 

   ４０リットル程度の容量のごみ袋を二重にして中に半

分程度の水を入れて閉める。ごみ袋の強度が不足する場合

は、重ねる枚数を増やします。 

 ② 簡易水のうを段ボール箱に入れ、これを連結して使用し

ます。    
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訓練の内容 

● ポリタンクとレジャーシートによる工法 

  １０リットル又は２０リットルのポリタンクに水を入れ、 

レジャーシートで巻き込み連結して使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

● プランターとレジャーシートによる工法 

  プランターにレジャーシートを巻き込み連結して使用し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備するもの 
土のう袋、土砂、スコップ、ごみ袋、段ボール箱 

レジャーシート（ブルーシート） 

 

 

訓練ポイント 

・土のうの代替として使用できる市販の吸水性ゲル水のうがあ

ります。 

 吸水性ゲル水のうは、軽量でコンパクトですが、水を吸うと

膨張します。 

・その他、身近にあるボード、テーブル、畳等を用いて水の流

入を防ぐことができます。 
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● 防災グッズ作り 

身近にあるものを利用して、段ボールトイレや空き缶ランタンなど作成します。 

防災グッズの作り方を覚えると同時に、みんなで楽しく作ることで地域のつなが 

りができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の内容 

防災グッズ 

（例）●段ボールトイレ 

   ●ツナ缶（シーチキン）ランプ 

   ●新聞紙スリッパ 

   ●キッチンペーパーマスク 

   ●ごみ袋と新聞紙のクッション 

   ●ペットボトルで懐中電灯ランタンなど 

 

※作成方法などは、インターネットなどで紹介されていますの

で参考にされてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９） その他の訓練(防災グッズ) 
 

 

 

 

 


